唱えると、空から、目玉そのもの、といった感じのタカの目が、本当に降ってきた。
「ふーむ……タカとは、鳥のタカのことかな?確かに、タカは、ものすごく目がいいらし
いけれど。あの魔境の暗闇も、これで見えるようになるのかな……?」とは、ジェフの言葉。
ぼくらは、砂漠のまん中から、テレポートで一挙に魔境までもどった。途中の沼地で足を
とられたポーラがまたもや溺れかけたけれど(HPマイナス3)、どうにかこうにか暗闇の前
までたどりつく。
◆『タカの目』を入手した。アイテムリストにチェックして…282
61の
ポーラの悲鳴を聞いたプーは、とっさに攻撃を避けようとした。が、敵の攻撃のほうが早
かった。石像の元締めの強烈スマッシュを受けたプーは、その場で昏倒!
ぼくは再びバットを繰り出し、石像の元締めに挑みかかる。さしもの石像の元締めも、す
でに戦う気力は残されていなかったようだ。怒ったポーラのフライパン攻撃を受けるか受け
ないかのうちに、バタリと床に倒れふした。
フーの介抱には、すでにジェフがあたっていた。しかし!
「ダメだ。意識がもどらないよ」ジェフが、厳しい顔で首を振る。
●いのちのうどんがあれば08ヘ●なければ13

